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(ⅠⅠ)OntheColloidalBehaviouisofHNeri,,.

和紙の抄造に必要欠くことの出来ない ｢ネリ｣ と称せられる植物粘質液がある｡ この粘質液は抄

造上極めて重要な頗る興味のあるもので,抄造する際にこれを水中に混入すると,

1) 三柾,拷,雁皮等の長繊維を水中でむらなく分散させ,

2) 紙床の剥離を容易にし,

3) 成紙の緊度を増し,これに光沢を与える,

等の役割を演ずるものである｡従って手渡和紙の優美さや強さほ使用する繊維だけに起因している

のではなく ｢ネリ｣にもその多くが依存していると云われている｡ ｢ネリ｣には一柳 こ ′′黄濁 葵′′

(AbelmoshusMan,ihol) の棟から抽出される ′′トロロ''か叉は ′′ノリウッギ′′(Hydrangea,

Paniculaia, Varflovibunda)の肉皮から抽出される 〝クズノリ′'が使用されている｡ これらの

粘質液は上記の極めて優秀な性能を示し,今のところ,これに代る合成粘液は造 り得卑し､といって

も過言ではなかろう｡

｢ネリ｣特に′′トロロ〟については化学的に比較多くの研究(1)が行われている｡ ｢ネリ｣は長時間

の放置や激しい撹拝或は加温によって,その粘度を低下することは小栗等(le) によって報告され,

更に粘質液をメチレ,/ブルーで染色し余分のメチレンブルーを洗源除去して後,これを顕微鏡下で

観察すると粘質液が網目構造(l∫)を呈することが見出されている｡伊しこの網目構造は粘 質液中に

最初から存在するものでなく(li), メチレンブル-の作用によって始めて出来ること,叉 メチレン

ブルーの他に硫酸銅,塩化第二鉄,塩化クロム等の溶液で処理しても,これを観察出来ることなど

が発表されているが,未だ ｢ネリ｣自体の興味ある上記特性の構造化学的由来を明らかにするには

至っていない｡
i

著者等はこの点を解明する目的で先ず黄濁葵粘質液 ′′トロロ′′の2,3のコロイド性に及ぼす加

熱及び超音波の作用について観察した｡即ち,

*VegetablemucilageusedforJapaneseHand-madePaper.
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緒川･後藤 :手渡和紙に関する新盤

1) 粘質液の漏水性*寸(Filterability),洩糸件 (Spihnabil;tyy及び粘性 (Visc6sity)に及ぼす

加熱及び超音波照射の影響

2) 粘質液の電子顕横鏡による観察 ,

1) 粒質液の漏水性,洩糸性及び粘性に及ぼす加熱及び超音波照射の影響

i) 漏水性 粘質液の濃度を 0-1.6不10-5% まで変えて,各硬度に対す早漏水性の変化を測定

したところ Fig.1に示すように,ある濃度(8×10~6%)以上から急に漏水性が増加することを知

った｡叉 1.2×10-I,% の粘質を Fig.7の装置に率いて液をたえず 500ccの目盛に合せ,漉過侍

Fig.1
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間 (i) と涯過液量 (Ⅴ) との関係を求めると,Tablelのようになる｡ この値からdV/diとⅤ

との関係及び i/V と tとの関係を求めると,Fig.2に示すように,i/V:l曲線はほぼ直線と

なることがわかった｡

竜沢等 2̀'の研究によれは液過速度 (dV/di)は次式で表わされる｡

dV/dl-7;r4PN/81万

r:渡過孔の平均半径

1:液過孔の平均長さ

N:涯過孔の総数

p~:涯過圧力

苛:渡過液の粘度

Table1

*滴過時間に依存する性質
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今 P,1,号を一定 とL r,N は潅過時間 (t)或は瀬過量 (Ⅴ)の函数 とする｡

a)rほ変化 しないが孔の数が次式に従って減少して行 くとすると,

No〒Noe~kも(Noは液過前の孔の総数)

(kは恒教)

dV/dlと Ⅴ とは直線関係を示す｡ これを完全閉塞型 とする｡

b)N は変化 しないが孔の断面積が次式に従って次第に小さくなって行 くとすると,

7Ir2-1tro2-krV(roは潅過前の潅過孔平均半径)

(k'は恒数)

〃Ⅴ と tとは直線関係を示す｡ これを標準液過型 とする｡

黄濁葵粘質液の場合は上述の結果から,完全閉一‡｢型より,むしろ標準擦過型に属するものと思わ

れる｡

ii) 卯熟による影響 粘質液 (濃度0.21%)を 80oCに夫々15分,30分,60分,120分,180分,

240分の各時間加熱 し,加熱後の相対粘度,洩糸性及びその液を 3.2×10-5% に稀釈したときの漏

水性について測定するとFig.3に示す通 りである｡即ち加熱によって,3者共にその値は低下す

るが,洩糸性と漏水性とは,その低下が牛封こ著 しいことがわかった C

Fig.3
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iii) 超音波照射の影響 粘質液(濃度

0.20%)を50Kcyclesの超音波に夫;q15

珍,30秒,45秒,60秒,90秒,120秒,

180秒の各時間照射 (室温 8oC)し,照射

後の相対粘度,洩糸性及びその液を 1.0×

10~5%に稀釈したときの漏水性を測定する

とFig.4に示す ように超音波の照射によ

って3者共に著 しくその値を低下するが,

漏水 性 において, その低下が特に著 しい

ことを知った ｡ なお 超音波 を照射すると

液温の上昇が見られるので,その程度を知るために銅～コンスタンタン熱電対を用いて測定 したと

ころ (窒温 8oC)Fig･5に示す ように超音波の照射による湿度の上昇はたかだか 60〇Cであるこ

とを知った｡更に参考のため,粘質液を 60oCに加熱 した ときの相対粘度,洩糸性及び漏水性の変

化を測定するとFig･6に示す ように変化は非常におそいことを知った｡即ち超音波の作用は加熱

によるよりも,むしろ主として超音波白身の作用と思われる｡

2) 粒質液の電子顕微鏡による観察

i) 黄軍葵から抽出した直後の粘質液 (Photo･1,2)
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Fig.5
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ii) 80oCで5時間加熱後の粘液 (Photo.3,4)

iii)超音波を3分間照射後の粘液 (Photo.5,6)I

を夫 々電 子顕微鏡で観察すると写真から判断出来るように, Photo.1,2に は一面に網目構造

(Networkstmcture)が存在する｡ 併しPhoto.3,4,5および6では,かかる網目の存在は発

見出来ず,ただ網目の断片や,それが集合したと思われる痕跡が観察されるにすぎない｡叉これ等

の写真から判断して,網目構造はメチレンブルー等を使用して染色したときだけに生成されるもの

ではないことがいえる｡

実験の測定結果と電子顕微鏡による観察の結果を合せ考え,電子顕微鏡写真にあらわれる抽出直

後の粘質液の網目と加熱及び超音波の照射によるそれの破壊とが,実際の粘質液中においても同様

におこっているとすれば,加熱及び超音波の照射による粘度及び洩糸性特に後者が激減するのは当

然のことである｡叉漏水性の実験において,粘質液を稀釈するとき,立体的な網目はその型を保っ

たまま切断されて小さい網が液中に分散し,この網が液紙の孔の径より大きい間は渡紙の孔の上に

かぶさり,その有琴面積を小さくするが,稀釈が過大になり切断が進みすぎると,最早や涯紙の孔

を通過するようになると考えられる (Fig･1)｡ 更に加熱および超音波の照射も稀釈と同様に網呂

を切断するために,渡紙の目をっめなくなると考えられる (Fig.3,4)｡ この網目の存在が和紙抄
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造中の繊維の分散にも大きな役割を演じているであろうことは想像するにかたくない｡

実 験 の 部

1) 試料 昭和29年広島県因島産黄濁葵を0.5%ホルマ リンに漬けたもの(4カ月貯蔵)である0

2) 調製 ホルマ リン演にした試料を水洗後小刀で細片に裁断し,これに OoCで蒸留水に24時

間浸潰し,抽出される無色の粘質液を綿布で潅別して用いた｡

3) 濃度 アルコールとエーテル (8:2)の混合液を加えて,粘質物 を沈澱させ,これを渡別

乾燥後秤量して濃度をきめた｡

4) 粘度 オス トワル ドの粘度計を用い,20oCの恒温槽中で測定し,水に対する相対粘度をもっ

てあらわした｡

5) 洩糸性 直径 7mm のガラス棒の尖端を円るくし,粘質液中に 1.5cm浸 し,毎秒 4cmの

速度で引き上げ,液柱の切れるまでの長 (cm)さを測定し(20oCにおいて),その10-20回の平均

値をもって洩糸性をあらわした｡

6) 漏水性 Fig.7のような 500cc入 りの硝子製円筒の下面に東洋渡紙 N0.1を一枚はさみ,

a)止め栓をはめ,蒸留水を 500cc入れ,止め栓をはずして蒸留水が 100cc,200cc,300cc,400ccど

流れ出るに要する時間を測定 (20oC)して,夫々 tl,t2,'t3,t4とした｡b)次に残 りの蒸留水(100

Fig･7 cc)を棄てて円筒内に粘質液を 500cc入れ 400cc流 し

出したo c)更に残 りの粘質液 (100cc)を他に移 し …

渡紙はそのままにして- その円筒内に再 び蒸 留 水 を

500cc入れ,その蒸留水が 1cc,200cc,300cc,400cc

流れ出には要する時間を夫々Tl,T2,T3,T｡とした｡

Tl/tl,T2/t2,T3/t3,T4/t4の平均値をもって漏水性

とした ｡

7) 超音波 粘質液 20ccを径 30mm の試験 管に

とり島津の超音波発生器 S-200型を用いて,これに50

Kcycles(2,000Volt,220mA)の魔音波を照射した｡

8) 電子顕微鏡 島津 SM-T4型電子顕微鏡を用い,

試料はこれを Formvar膜をはった試料台上に採 り,

クロム (Cr)で shadowing をほどこして観察したO

要 約

1) 黄濁葵粘質液の漏水性,粘度,.洩糸性 と, これ

に及ぼす加熱及び超音波照射 の影響を調べ,加熱及び
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超音波の照射によって,漏水性,t粘度,洩糸悼,革に後者の二つが著しくd減少することを認めた0

2) 粘質液の電子顕微鏡写兵による観察から,ノ抽出直後の粘質液には網目構造が存在し,加熱お

よび超音波の照射によって網目構造が破壊されることを認めた｡

3) 網目構造の存在と漏水性,粘性,洩糸性とは密接な関係にあることが推察されたo

Photo.1. Electronmicrographoffreshmucilage (shadowedwithCr)

Photo.2. Thesameaboue
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Photo.3. photo.4.

Electronmicrographofmucilageheatedat80oCfor5hrs(shadowedwithrCr)

Photo.5. Photo.6.

Electronmiとrographofmucilageirradiated,withsuppersonicwavefor3mins

(shadowedwithCr)

Resume

ln thepresentreseach,stc･mecolloidalpropertiesof'themucilage-`̀Neril''-from the

r･ootofTororoaoi(AbelmoschusManihoi)arestudied,particularlyon 1)theeffetsof

heating(Fig･3)andirradiationbylIltてaS9nicwave(Fig･4)ontheViscosity,spinnabili-

tyandfilterabil汁y*ofmtTCilage,2)rth占Observationofmucilagebyanelectronmicroscope

(Photo.1,2,3,4,5,6).
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Theexperimentalresultsmaybesummarizedasfollow:

i) Ingeneral,theviscosity,Spinnabilityandfilterabilityofmucilagedecreasewithin-

creas･ingtimeofheatingandirradiatonbyultrasonicwave.

ii) Fromtheelecti･onmicrograph,thewritershaveobtainedevidencesthatthereexists

anetwわrkstructure(Poto.1,2)infreshmucilage,whichisbrokenbylleating(Poto.3,

4),andirradiationbyultrasonicwave(Poto.5,6).Thenetworkstructuremaybecon-

sideredasoneoftheimpDrLa山 factorbfthechracteristiccolloidalpropertiesofthemuci-

lage.
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*Theterm '<Filterability"denotestherateoiclogglngfilterpaper.
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